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社会福祉法人愛知いのちの電話協会

名古屋いのちのＦ７！
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い の ち を 見 つ め て

生 き 死 に

永平寺を開山した道元は、著書「正法眼蔵」（しょ

うぼうげんぞう～祖師の諭された正しい仏法のこ
とを納めた、目玉のように大切にすべき本）後進

の修行者の為に書き著した本で、９５巻で構成さ

れるが、その巾の「生死の巻」（しょうじ）に、

「ただ生死すなわち涅槃（煩悩の焔を吹き消し

た静寂の境をいう）とこころえて、生死としてい

とうべきもなく、涅槃としてねがうべきもなし。

このときはじめて、生死をはなるる分あり。ｊ（抜

粋、原文は漢文）と、記している。

生き死にそのものが、仏教の目標とする平穏の

境地に他ならないと理解して、生き死にといって

嫌うべきでもないし、平穏の境地といって願望す
べきでもない。そして、このように両極端のいず

れにも偏らない立場に立つとき、初めて生き死に

の問題を超越する力量が具わるのである。と。

また、「諸悪莫作の巻」（しょあくまくさ）では、

ｒ生をあきらめ死をあきらむるは、仏家一大事

の因縁なり」とも記す。

生を解明し、死を解明することは、仏教徒が企

図する真理を把握するという一大事業のための直

接・間接の原因であり条件である。この世におけ

る生き死にや日常の明け暮れこそ、人間の真実の

姿である。と、いう。

古来、生き死にの問題は、我々人間の人生問題
において重要な課題で、釈迦も生苦、死苦を取り

あげて、しばしばこれを論じている。

刹 那 刹 那 に

私たちの身のまわりには、一刻一刻、呼吸をし

柿 本 大 真

て生きているものが沢山あります。

人間は勿論のこと、草も、木も、鳥も、動物も、

虫も、魚も、みんな一生懸命に一秒一秒を生きて
いる。それらを見て生きているとは思っても、死

に急いでいるとは思わない。

新鮮であるということは、たちまち古くなると

もいえます。人間だって古くなって命が尽きたと、ｉ

淋しがり悲しむ。世の中は無常で、はかないこと

ばかりだときめつける。だが、自分をとりまく一

切のものがはかなく消え去るだけでなく、そう思

う自分自身が、実は一刻一刻亡びつつある。３０歳、

４０歳代が人生の花盛りゆえに、何峙までも踏み

とどまっていたいと思い、願う。でも例外なく老

い進んでいきます。だから消えていく命なればこ

そ、今、生きていることが尊く、また意義深いこ

となのであります。

若者はまだまだ命があると思って、とかく無茶

なこともやる。年配者は、あと何年生きられるか

なあ、などと生命をいとおしんで暮らします。両

者の中間年代はというと、職業など生活に追われ

ている状態で、そんなことは考えたこともない。

無数にあやなす囚縁に包まれて、息づいている
のが私たちの姿です。生きていくためには、辛く、

苦しいことも多くあり、そこから逃れられない場

合かあります。耐え忍ばなけれはならないために

傷ついたり、損をしたり、遠回りをしたりするこ

ととなる。そんなまわりの環境に振り回され、自

分自身すら見失って、生き甲斐を無くしてしまう

不幸な人達がでる。釈迦は、［生老病死ｊの四つ
の苦しみを説かれたが、まさに「生の苦しみ」を

あじわうこともある。
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人 生

結婚披露宴のスピーチで、人生は山あり谷あり

荒海あり、照る日曇る日、などと言われ、人生を
いろいろな語句で例える。山路を歩くようなもの。

重き荷を背負うて遠き道を行くか如し。逆境・順

境の回り舞台。また人生行路などと言われるよう
に、旅にも例えられる。この世を旅と見た一人松

尾芭蕉も、一月日は百代の過客にして行きかう

年も又旅人なり、舟の上に生涯を浮かべ、馬の□
とらえて老いを迎うる者は日々旅にして旅を栖と

すー。（奥の細道）、更に、一旅に病んで夢は枯

野をかけめぐるーと、文字面の裏に隠れた厳し

さをよみ込んでいる。

また、ガンに侵され、己れの身体が不治の病と

知りつつ、そんな境遇の中で書き上げた作家高見

順も、

詩「かえる旅」の中で、
一帰れるから旅は楽しいのであり

旅の寂しさを楽しめるのも

わが家にいつかは戻れるからである。

この旅は自然へかえる旅である

帰るところのある旅だから

楽しまなくてはならないのだ

もうじき土に戻れるのだ

大地へ帰る死を悲しんではならないー--と、

元へ帰るだけのことだと捉えている。

几人はこうはいかない。あの世（死）の旅路に

戻り道はなく淋しい一人旅で、困ることは、いつ

出発するのか一向に解らないということ。出かけ
る日を承知していれは、それなりの覚悟もあろう

ものに、人間にはそれが許されない。この厳しさ

に気づき学ひ、生死の問題を究める…人生。

ベ ト ナ ム に て

咋 秋 ベ トナムヘ 出 か け た 。 ホ ー チ ミ ン 郊 外 の ク

チに、当時総延長２５０キロにも及んだという、地

下トンネルの一部が残され、観光地となっている。

- ３ -

人ひとりがやっと通れるトンネルの秘密出入口

小柄なベトナム人向きの狭いトンネルであるが、

秘密の出入り口を使って、アメリカ軍の前後左右、

自在に出没を繰り返し、敵を混乱させ勝利したと

ガイドが得意そうに言う。周囲を見回すが大木は

無い。ただ、朽ちかけた残骸があるのみ、例の枯

葉剤のせいであろう。

先に進むと何種類かの仕掛けが展示してある。
これを見て大変な衝撃を受けた。人間虎挟み等は

ましである。それは、それぞれ形式は違うのであ

るが、人間串刺し機なのだ、釘状の先のとがった

金属棒を、軸を中心に放射状に沢山取り付けられ

たものを二つ並べて置き、その上を枯葉などで隠

し、落ちた人間を両輪が串剌しにするのである。

また、地面に落とし穴を掘り、下には何本かの竹

槍が待っている。これは、私の生まれ故郷では猪

を獲る仕掛けであったが、人間に使ったのだ。

「地獄の黙示録」で見たような記憶があるが、

現場に立つとアメリカ兵のはまった姿が、鮮明な
イメージとして脳裏に浮かび、映画のシーンより

も強烈な恐怖を感じたのであります。

戦後生まれで経験は無いのであるが、今も地球

上で戦争が続く、大切な命を奪い合う戦いは無く

なって欲しいとひたすら願うのみである。

（曹洞宗薬師寺住職）
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２００２年１１月１６日から１９日にかけて開催され

た国際大会の参加に当たっては、おせ話を頂いた東

京の小野田さんに感謝しなければなりません。また

現地ガイドの豊かな知識力と行き届いた配慮で楽し
い旅をさせていただきました。

高雄市内には、《生命的希望ＨｏｐｅｏｆＬｉｆｅ国際
生命線２００２台湾高雄世界大会》の旗が町中にひ

らめいて市をあげての取り組みを感じさせられ、開

会式でも、副大統領が出席して挨拶されるなど、国
全体としてこの世界大会への関心の高さが感じられ

ました。基調講演・記念撮影・「歓迎の夕べ」に始まっ
て、毎夜のレセプションはノーベル賞授賞式並みで

はないかと思われるものでした。
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二日目の午後はカオションセンターボランティア

達の案内で澄清湖の散策を楽しみ、［高雄の夕べ］
はホテルのプールサイドで南国の夜を十分に満喫さ

せてくれました。

三日目の午後にはいくつかの見学コースが用意さ

れていて、「高雄市政府社会局長青服務中心」を

見学しました。韓国人１１人・日本人２人に台湾の
人６人というメンバーだったことから案内説明のほ
とんどは韓国語で行われましたが、高雄センターの

蔡美楡さんが私たち日本人２人に付き添うようにし
て日本語訳をして下さった優しさをとても嬉しく思
いました。「長青服務中心」の「長青」とは青年を

長くやっている人ということだそうです。こんなと
ころにも優しさが感じられました。地上１１階地下

２階の素晴らしい建物で演芸や娯楽は勿論、パソコ

ン教室、絵画・書道教室などの教養部門も充実して

おり、手芸・造花作品の発表コーナーや玉突き・社

交ダンスを楽しむ人々もあるなかで託老デイケアの
フロアーでは、ぼんやりと力なく腰掛けていた人に

「こんにちは目と声をかけると驚いたように目を
輝かせて「こんにちはどこからきた？」と日本語
で答えてくれて思わず話か弾んだときは嬉しくなっ

てつい、長居してしまいました。

そんな光景を見ていた職員の人が、一人の女性を

伴ってこられ、「この人日本人ですよ」と紹介して
くださいました。７５歳のその方は、戦後台湾に渡っ
て結婚し、今は高さんという台湾籍になっていると
いうことでした。長男が大学の学長をしていること’、

や、今年の夏には曾孫が誕生したこと、ボランティ

アをしたり、センターで楽しんだりして過ごし、娘
の一人がキャリアウーマンでまだ結婚していないこ
とぐらいが今の悩みだと幸せな生活を語って安心さ

せてくれました。「岐阜には兄嫁が住んでいるｊと

懐かしそうに私たち一行について歩き、別れられ
ない様子でした。カラオケ教室では、韓国の一行が

飛び入りで賑やかに何曲かを歌い、次は日本人だと
引っ張り出されて高さんが懐かしいという「さくら」
と「星影のワルツ」をリクエストされて一緒に歌い、

楽しいひと時を過ごしました。驚いたことに、日本
語のカラオケを使って歌っていたのです。７５歳以

上の人々は日本語教育を受け、とても親日家が多い
ということです。

夜には「国際の夕べ」が用意されて和やかに国際｀
交流が行われました。
１９日いよいよ最終日、分科会総括講演はパワー

ポイントで紹介され、次回３年後世界大会開催予

定のアメリカヘのバトンタッチがあり「また会いま
しょう」と誓い合いました。２００４年には台湾新竹

市でアジア・太平洋ライフライン大会が行われるこ
ともアピールされました。
４日間にわたってカオションセンターボランティ

アの皆さんの温かい接遇に感謝！感謝の気持ちをか
らだ中一杯詰めたまま帰国の途につきました。次回

必ずまた会いましょう。との誓いを胸に‥‥

（評議員常富佳子）
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２００２年１２月１日午前Ｏ時「自殺予防のフリー

ダイヤル」が始まりました。一昨年の第一回目

は、初めてということもあり、いろいろな問題を

残し四苦ハ苦したのですが、今回は早くから「い
のちの電話」連盟で実行委員会を立ち上げ、手際

よく、また効果的に取り計らっていただいた。当

センターにおいても、フリーダイヤルのためのそ

の一週間はいうに及ばず、電話相談員の事前研修、

電話担当の動員と調整に周到な準備を整え、加え

ｒ｀て相談員のたゆまぬ献身のおかげで万端つつがな
く終えることができました。

名古屋センターの受信件数は、第一回目よりも

６６件多い３５４件で、そのうち自殺指向者は１３６

件ありました。全国集計をみてみますと受信総数
は１１、０５２件あり、一昨年のそれよりも１、７０５件

多くなっております。自殺指向者数も３８５件多
ｘ／べ３、４２２件という記録を残しています。この数

字は、名古屋センターでは３８．４％、つまり、３

件に１件は何らかの形で自殺に関した電話であり

ました。通常「いのちの電話」はともすれば、開

設当初の自殺予防ということからはなれ、いろい

ろな悩み事相談が多くなっている現状を見まして

も、厚生労働省の後援で始まった「自殺予防のフ

「゛リーダイヤル」の施行は意義あるものと思われま
す。

フリーダイヤル週間が終わってその反省をこめ

たアンケートをとったところ、いのちの電話の原

点である自殺予防という目的が認識できたという

意見が多くありました。、また、相談員のための

事前研修を行うことによって、全国レベルでのマ
ニュアル共有、確認が出来たことも有意義なこと

でした。名古屋センターでも３回の事前研修が行

われて、ロールプレイを中心に１００人の相談員

が参加しました。広報面においては、今回は全国

紙に加え地方有力紙でも一面に政府広報が載り、
いのちの電話の活動が広くゆきわたったことも確

- ５ -
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かでした。早朝のＮＨＫ全国放送でも取り上げら

れてそれ自体でも効果がありました。

そうして、今年の大きな特色は自殺防止事業と

して「公開講座」を開催する予算がついたことで

した。名古屋いのちの電話も、２月１６日に『伏

見ライフプラザ』において、「いのち」と題し

た二部形式の講演がもたれました。前半では「あ

しなが運動と自死遺児の支援」を、あしなが育英

会の柳瀬和夫氏の話、およびその出版『自殺って

言えなかった』の手記を、ゆりの会メンバーによっ
て朗読。第二部に共和病院院長の榎本和さんの「自

殺その意味するもの」の講演がありました。こう

した市民公開講座は、全国で４０センターが開催

を企画し、多くの市民参加によって、いのちの電

話の活動が広く知れ渡る機会にもなったと思われ

ます。

反面、実施時期についてのクレームも無視す
ることが出来ません。何故、暮れの１２月でなけ

ればならないのか。その件に関しては、たまたま

１２月１日の世界エイズ・デイとあわせて、いの

ちの大切さを知るためにその一週間を当てたとい

うことでありますが、早期にこの１２月の第一週

が自殺予防のフリーダイヤルという年間行事に繰

り込めたらという願いがあるということです。ま

たセンターによってはまだ２４時間体制を取って
いないところが半数近くありますが、せめてこの

フリーダイヤル週間くらいは全国規模で２４時間

実施で統一できないかという意見もありました。
この自殺予防のフリーダイヤルは今後も恒例化

されることと思われます。全国のいのちの電話で

は、こうした一週間だけの行事でなく毎日やすむ

ことなく、多くの人たちの悩みを、苦しみを、さ

まざまな問題を、一緒に考え話し合いたいと思っ

ています。そうして少しでも心が通い合うことを

願っております。

（事務局長加藤省吾）
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双 方 向 性 の 通 信 手 段 で あ る イ ン タ ー ネ ッ ト で あ る の に 、 名 古 屋 い の ち の 電 話 の ホ ーム ペー ジ は 一 方 的

に お 知 ら せ す る だ け で、 多 くの ホ ーム ペー ジ が 持 って い る 読 み 手 が 参 加 で き る 掲 示 板 す ら 設 け て い な

い 。 近 い 将 来 イ ン タ ー ネ ッ ト で の 相 談 を 受 け 付 ける こ と も 必 要 に な る か も 知 れ な い 。

名古屋いのちの電話のホームページのｗｅｂページはhttp://www.ｗ４.０（ｎｎｅＪｐ/″１１ｎ／です。
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このようにＩＴ革命が急速に進む時、電話相談も好

むと好まざるとに拘わらず影響を受けているのだろう。

１９８６年には、１８％あった２０歳以下の青少年からの相

談電話が２００２年には４．２％と激減している。
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名古屋いのちの電話；、り１１９８５年に発足して１８年。この間に電話と言う言葉が意味すると
ころは大きく変わった。グラフが示すように携帯電話の契約台数は住宅用電話の約２倍な

のだ。そして携帯電話とは言われているが、携帯電話の通話のほとんどは音声通話ではな

くインターネットメールのやり取りである。７ｉ台
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２００２年ｌｏ月より２００ｊ年１月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました．一同深く感謝いたしま

すと共に報告を申し上げます．（順不同・敬称略）
なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。
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日本キリスト改革派ハ事伝道所
日本キリスト教団岡崎教会
聖マリアの無原罪修道会本部
日本聖公会名古屋聖マルコ教会
井上幼稚園
カトリック瑞浪教会
一宮聖光幼稚園
カトリック南山教会
賛助寄付
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豊田通商㈱
ｌヽ ｒｒｒクォリス東海
トヨタ自動車㈱

カトリック恵方町教会
栄冠幼稚園
日本ルーテル希望教会
カトリック神言修道会
日本基督教団天白教会
日本キリスト教団中京教会
社会福祉法人聖霊病院

カトリック平針教会
日本基督教団熱田教会
ドミニコ会聖ヨゼフ修道院
日本基督教団豊田教会
日本キリスト教団愛知守山教会
日 本 基 督 教 団 豊 山 教 会 こ
聖マリヤ幼稚園
日本聖公会名古屋ステパノ教会卜

オ フ ィ ス ・ コ ア ㈱
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中村産業㈱
中央精機㈱
豊田紡織㈱

㈱三瑳プレシジョン
㈱吉田ＳＫＴ
イリヤ化学㈱
盛田㈱
豊田工機㈱

㈱ フ ジ ト ラ ンス コ ー ポ レ ー シ ョ ン
アイシン精機㈱

賛助会員を募集しています

㈱三光堂
川北電気工業㈱
㈱ＮＴｒドコモ東海
黒金化成㈱
愛三工業㈱
尾張精機㈱
㈱東海理化

金城学院

宝泉寺
㈱東海通信資材サービス
㈱ミヤタコーポレーション
高木製作所
㈱タケヒロ

名古屋ＹＷＣＡ

ご協力をお願いします

いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をいただき有難うございます。心から御礼申し上げます。
会員の皆様の倍旧のご支援と共に，会員増加の運動にもお力添えを賜りますようお願いします。
社会福祉法人として寄付金の税法上優遇措置が受けられます。誠に失礼ですが振込票を同封させてい
ただきます。ご利用くだされば幸いです。
（１）法人会費年間５万円・１０万円・２０万円
（２）賛助会員（年間ｉ口）Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円ｃ３，０００円
（３）一般寄付はご自由な金額で結構です
（４）夏期・年末寄付
口座名社会福祉法人愛知いのちの電話協会
口 座 番 号 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 大 津 町 支 店 （ 普 ） ４ ７ ７ ０ ２ ９ … … ７
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
お問い合わせ…社会福祉法人愛知いのちの電話協会名古屋いのちの電話事務局咩９７１-５１８１

税法上の優遇措置は次の通りです。

個人の所得控除の場合
１．寄付をした個人は確定申告によって次の限度内で所得税法上の寄付金控除が受けられます。

寄付金額とその年分の所得金額（総所得金額及び山林
（所得金額の合計額）の２５％のいずれか低い方の金額）‾（１万円）

法人の損金算入の場合
２．寄付をした法人は、確定申告によって次の限度額で法人税法上損金算入ができます。
①一般損金算入限度額（法人税法第３７条第２’項該当）

（資本等の金額×ｌｊふ×事業讐の月数ナ当該事業年度の所得金額×ゐａ）×１
②社会福祉法人等に対する寄付金の特別損金算入限度額（法人税法第３７条第３項第３号該当）
社会福祉法人、学校法人及び試験研究法人等に対する寄付金は、その合計額について、上記①の一般損金算入限度額のほかに、これと同額の別枠で損金算入することができます。

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-８６９１
事 務 局 咩
相 談 電 話 咩
携帯相談電話‘

名古屋束郵便局私轡箱第２５７号
０５２-９７１-５１８１郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
０５２ふ５｝７１-４３４３ＵＦＪ銀行大津町支店卜（普）メフ７０２９
Ｎｒｒドコモ束海「＃９５５６」

２００３年春

２００３年３月１日発行
発 行 人 長 岡 利 貞
編集人広報委員会
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